
内
閣
衆
質
一
六
二
第
六
六
号

平
成
十
七
年
六
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
小
宮
山
泰
子
君
提
出
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
と
通
信
の
秘
密
保
護
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。

平
成
十
七
年
六
月
三
日
受
領

答

弁

第

六

六

号



衆
議
院
議
員
小
宮
山
泰
子
君
提
出
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
と
通
信
の
秘
密
保
護
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

通
信
の
秘
密
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
「
通
信
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な

い
。
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
及
び
有
線
電
気
通

信
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
九
十
六
号
）
に
お
い
て
同
様
の
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
四
十
六
号
）
に
よ

る
改
正
後
の
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
六
号
。
以
下
「
新
法
」
と

い
う
。
）
の
運
用
に
お
い
て
も
、
電
子
メ
ー
ル
に
係
る
通
信
の
秘
密
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

二
に
つ
い
て

新
法
の
施
行
に
際
し
て
は
、
捜
査
又
は
調
査
の
権
限
を
有
す
る
公
務
員
に
対
し
、
通
信
の
秘
密
を
不
当
に
侵
害
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
文
書
を
発
出
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
周
知
を
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

捜
査
機
関
は
、
民
間
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
か
ら
の
情
報
提
供
や
告
発
を
受
け
た
場
合
を
含
め
、
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
と
き

一



は
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
犯
人
及
び
証
拠
を
捜
査
し
、
必
要
が
あ
る
と

き
は
、
裁
判
官
の
発
す
る
令
状
に
よ
り
捜
索
を
行
う
な
ど
各
種
法
令
に
基
づ
く
手
続
を
執
る
こ
と
に
な
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

捜
査
機
関
は
、
部
外
か
ら
の
情
報
提
供
や
告
発
が
な
く
と
も
、
独
自
に
入
手
し
た
情
報
に
基
づ
き
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す

る
と
き
は
、
捜
査
を
開
始
す
る
こ
と
が
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
通
信
傍
受
法
」
と
い
う
。
）

第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
は
、
「
捜
査
又
は
調
査
の
権
限
を
有
す
る
公
務
員
が
、
そ
の
捜
査
又
は
調
査
の
職
務
に
関
し
、

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
百
七
十
九
条
第
一
項
又
は
有
線
電
気
通
信
法
（
昭
和
二
十
八
年

法
律
第
九
十
六
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
」

と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
電
気
通
信
事
業
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
電
気
通
信
事
業
者
の
取
扱
中
の
通
信
に
係
る
秘

密
を
侵
し
た
罪
の
法
定
刑
で
あ
る
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
有
線
電
気
通
信
法
第
十
四
条
第
一

項
の
有
線
電
気
通
信
の
秘
密
を
侵
し
た
罪
の
法
定
刑
で
あ
る
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
つ
い
て
、

二



捜
査
又
は
調
査
の
権
限
を
有
す
る
公
務
員
が
こ
れ
ら
の
罪
を
犯
し
た
場
合
の
法
定
刑
を
加
重
し
た
規
定
で
あ
り
、
新
法
に
基

づ
き
捜
査
又
は
調
査
を
行
う
公
務
員
が
こ
れ
ら
の
罪
を
犯
し
た
場
合
に
も
、
通
信
傍
受
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三


